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松岡　官*:高知県歌文系帯南帯のトリアス･ジュラ系中にみられる

チャート層と砕Ji岩Jiとの整合関係**

Atsushi Matsuoka* : The conformable relationship between chert beds and clastic

beds in the Triassic-Jurassic sequence of the southern subbelt

of the Chichibu Belt, Kochi Prefecture**

西南日本の秩父素帯南帯北半部には,チャート層と砂

岩および砂岩泥岩互層とが交互にくりかえして配列する

先島巣層群の諸層が広く分布する.

高知県西部斗栗野盆地周辺では,上記の特散をもつ地

層は従来,斗栗野層･西山層として知られている(蔵EB,

1940).これまで散化石としてR,チャー下層からはトリ

アス紀中世～トリアス紀新世のコノドント化石(小池･

岸本, 1979),日アス紀中世～ジュラ紀古世の放敢虫化

石(松岡･八尾, 1981)が,砕層岩層からはジュラ紀中世

～ジュラ紀新世の放散虫化石(松岡･八尾, 1981)の産出

が#告されているが,チャ-下層と砕層碧層との野外で

の具体的な層序関係は不明であった.鼻近,高知県高岡

郡仁淀村白石川南東方-こおいて,ジュラ紀中世のチャー

ト層からジュラ紀新世の珪栗泥岩-と漸移的に岩舟変化

する連続層序が発見されるに至った(松岡, 1982, Loc.

A).今回,高知県高岡郡越知町大屋敷北方(第1図)の大

露頭で,断層によりいくつかのブ72ックに分かれてはい

るが,本来,トリアス紀新世からジュラ紀中世後期ない

し新世前期まで連続するとみなされる層序が見出された

ので,以下に岩相層序･数化石層序の概略を報合する･

なお慮近,岸田･菅野(1982)は高知県佐Jl｢地壊におい

てトリアス系からジュラ系におよぷ娃状図を示したが,

露頭の詳しい記我はまだなされていない.

暑相層序　露頭のスケッチと試料の採取層準を第2図

1 !一蝣-　　　　　　　　　　　　　-f

寛1図　位意図

この地図は国土地理院発行の5万分の1地形図(節

田)を使用した.

1982年9月27 0受理

*　大阪市立大学理学却地学教室.
*8　日木地栗学会開酋支事1982年度ぬ会および講演会(1982年6月)
で講演.
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に示す.地層の一般走向は東西で,チャ-トの層内摺曲

の部分を除けば南に60--80-傾斜する.地層は3本の

断層(F1-F3)によって4プpヅグ(下位よりA, B, C,

D)-こ分けられる. Fl, F2, F3は高､ずれも地層-こ平行

な断層である. Fl柑蘭とんど破砕帯を伴わないが, F2,

F3はそれぞれ幅約10cm, 20cmの破砕帯をもつ.以

下にそれぞれのブT2ックについて岩相･構造の概略を記

す.

Aブpッg :単層の層厚1.5-6cm(2-4cmのもの

が多い)の灰～青灰森色の層状チャートからなる.単層

間の泥質部は厚さ1mm以下で,ところによってはほと

んど欠如し,チャートの層理が不明瞭-こなる.激しい層

内摺曲を室し,その波長は約2mである.

Bブロック:下部は単層の層厚0.5-6cm(2-3cm

のものが多い)の灰～育灰縁色の層状チャートである.

泥栗部は2mm以下で,意下部では特にうすくなり層理

が不明瞭になる.層内摺曲が発達する.車部は下部と同

色の層状チャートで整然とした同斜構造をもつ.上部は

単層の層摩1-7cmの灰～黒色の層状チャートである･

泥薯部は普通l-2mmであるが,特-こ摩い部分では

3cmに達する.

GプT2ッグ:単層の層厚l-6cm(2-3cmのものが

多い)の灰慮色の層状チャートからなり塾番とした同斜

構造をもつ.泥賓部は1mm以下で,うすいところでは

層理が不明瞭になる.桑上部は砂岩岩脈に貫かれる.

DプTlック:Dプpック中の連流層序は岩相により

D!-D5-こ分けられる. Dlは単層の層厚2-5cmの灰～

灰縁色の層状チャートである.泥薯部は1mm以下であ

ることが多いが,まれに2cm轟度になる.泥栗部がう

すいところでは層理が不明瞭になる.下部は砂岩岩脈に

貫かれる. Dlのチャートから漸移的にD2に移化する･

D2-ま単層の層厚4-7 cm,灰～晴灰色の泥栗の層状チャ

-トである.珪裏部-こもチャートーこみられるような透明

感がない.一部に層内摺曲がみられる. D2　の層状泥栗

チャートから漸移的にD3 -と岩相変化する. Daは10

cm裡鹿の層厚で成層する暗灰-暗灰鹿色の珪栗泥岩で
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第2図　露頭スケッチと試料採寂
地点

第3図　柱状図と徴化石産出層準

凡例は寛2図と同じ. ``p.D"*:

"parahsuum sp. D'
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あり,透明感はない. 3層準に10cm程度の厚さで成

層し,白,明灰,明灰縁色を皇するガラス栗の酸性凝灰

岩をはさむ. D4ほ砂砦優勢の砂岩泥岩互層であり, D3

の珪'B泥岩の上位に整合的に重なる･ D3とD4の境界付

近に部分的にみられる地層の乱れをお酒曲の際の岩相に

よる応答の違いのために岩相境界に生じた変形であると

考える.砂岩は中粒,塊状,白色～灰色の長石質アレナ

イト(斜長石>カリ長石)である. D5 -ま　D4に整合的に

孟なる. D5は　D4の砂碧と同質の厚い塊状砂岩からな

り,部分的に長径5mm以下のチャー1っ　泥岩の角疎

を金む.

激化石膏序　柱状図と散化石の産出層準および放散虫

生層序区分を第3図に示す.放散虫群薬の産出服序は,

八尾ほか(1982)が戴合した放散虫生層序の結果と矛盾し

ない.各群葉帯の年代考案は八尾ほか(1982)に蓋づく.

Aブpック:M-35からコノドント化石Epigon-

dolella bidentata Mosher, Parvigondolella andrusovi

Kozur　&　Mock(第4図　1), Misikella hernsteini

(Mostler)(同, 2)辛,放散虫化石　Poulpus(?)sp. A

(Yao,1982)(第4図, 3)が産出する　i¥(?)sp. A　は

Canoptum triassicum　群集の特散魔である.これらの唾

眩,ト1)アス紀新世を示す.

Bプロッg : 3層準から放散虫化石が得られ, Paγa-

hsuum simplum Yao(第4図, 4), Paγahsuum(?)sp. G

(Yao, 1982), Syringocapsa sp. B(Yao, 1982)-こ同定さ

れる.これらの麓はParahsuum simplum群集の溝成魔

第4図　産出徴化石

1 : Parvigondolella andrusovi

Kozur & Mock (M-35),

2 : Misikella hernsteini (Mo-

stler) (M-35), 3 : Poulpus

(?)sp. A(M-35), 4 : Para-

hsuum simplum Yao (M-48.5),

5 : Parahsuum sp. D(M-48),

6 : Stichocapsa an. japonica

(M-48.5), 7 : Parahsuum

sp. E (M-48.5), 8: Cyrto-

capsa mastoidea Yao (M-

50), 9 : Zartus sp. (M-50),

10: Lithocampe (?)　nudata

Kocher (M-64),　11

Tricolocapsa aff. plicarum (M

-63), ( )内は地点番号(第

2,3H参照).

鍾 蝣109

で,ジュラ紀古世前期を示すと考えられる.

Cブロック: 2層準から　Parahsuum sp. D(八尾ほ

か, 1982)(第4図　5), Stichocapsa an. japonica(同,6)

など"Parahsuum sp. D群集"の構成種が産出する.

"Parahsuum sp. D群集帯''の本来の層序的位置はこれ

までも不明であったが,この露頭でも上下を断層で切ら

れ,他の群集帯との層序関係は明らかではない.本群集

はParahsuum simplutn群集の代表麓であるP. simplum

YAO　と　Hsuum sp. B群集・Unuma echinatus群集の

特敗残であるArchicapsa sp. A(八尾ほか, 1982)を含む･

このことから, "Parahsuum sp. D群集"は　Parahsuum

simplutn群集とHsuum sp. B　群集の中間に位置づけ

られ,ジュラ紀古世中期ないしは後/qを示す可能性が高

い.

Dブロック: 14層準の試料の放散虫化石を検討した･

M-50からはUnuma echinatus　群集の悼散種である

Zaγtus sp. (第4図, 9), Cyrtocapsa mastoidea Yao(同,

8)などが産出する. M-54より上位ではLithocampe

(J)nudata群集の番数種が腰次産出する･すなわち, M

-54. 5からProtunuma sp. J(八尾ほか1982),M-55

からTricolocapsa an. plicarum(第4図, ll), M-63か

らLithocampe(:)nudata Kocher(第4図, 10), Stylocapsa

oblongula K., Protunuma sp. B(八尾ほか, 1982)が出現

しはじめる　Protunuma sp.Jの出現が　Protunuma sp.

B, Lithocampe(J)nudata K.の出現より先行することは,

松岡(1982)が先-こ高知県仁淀地壊(Loc. A)において明
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らかにした結果と調和的である*.松岡(1982)に蓋づく

と　M-49.5-M-54はUnuma echmatus群集帯に,

M-54.5-M-64はLithocampe(?)nudata群集帯に区

分される. Unuma echinatus群集, Lithocampe(J)nudata

群葉はそれぞれジュラ紀中世,同中世後期′-新世前期を

示すと考えられる(松岡, 1982).

考案　前章で記威した露頭でをも　チャー下層はトリア

ス紀新世,ジュラ紀古世前期,同古世中期ないし夜期,

同車匪に位置づけられる群集を産出し,珪質泥岩はジュ

ラ紀中世夜期ないし新世前期に位置づけられる群集を産

出することが明らかになった.断層により地層は分断さ

れているが,それらの断層はいずれもチャ-下層内の断

層である.チャートと珪質泥岩とはDブロック内で漸移

的に岩舟変化し,放散虫化石の垂恵変化も松岡(1982)の

括巣とよく一致し,魔構成の急変は認められない.以上

の事実から,本露頭にみられるトリアス紀新世のチャー

ト層からジュラ紀中世後期ないし新世前期の砕層岩層ま

での地層は,本来,一連であったと考えられる.

斗栗野盆地周辺では, (1)トリアス紀中世からジュラ

紀中世までのさまざまな年代を示すチャート層が知られ

ていること, (2)チャート層に密接に伴われるD3と同

質の珪質泥岩をお　ジュラ紀中世ないし新世の放散虫化石

を産出すること, (3)珪栗泥岩に整合的に重なる砂君優

勢の砂岩泥岩互層からも,下位の珪質泥岩と同年代ない

しより若い年代の放散虫化石群乗を産することから,当

地蟻ではトリアス紀中世からジュラ紀新匪-こわたるチャ

ート-珪質泥岩-砂岩泥署互層が一つの層序ユニットを

構成すると考えられる.そして,チャート層と砕層岩層

との交互配列は,このユニットが溝造的にくりかえした

結果であると予想している.そのくりかえしの機構およ

び時親については現産検討中である.今後,各地の秩父

累帯南帯南縁蔀から鼻菖されているジュラ紀中世ないし

は新世以降のオリストストp-ム(八尾,1980;大和大峯

*　再検討の露果,松岡(1982)のLoc. Aにおいて　Tricolocapsa aff.

plicarum　の出現は, Protunuma sp. J　の出現とはぼ同属準である

ことが明らかになった.これは,今回載合する層序断菌と　Loc. A

との生層序の調和蛙を補強するものである.
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研兜グループ, 1981など)や南帯の産上部ジュラ系(～下

部白亜系?)の鳥巣層群および同相当層(市)旧まか, 1982)

と上記ユニットとの層序関係ないし層相の側方変化の検

討が重要であると考える.

覚書にあたって,大阪市立大学市川浩一郎先生には終

始御指導を賜bり,原稿を枚関していただいた.同八尾

昭先生には放散虫化石について御教示をいただき,草稿

についても検討していただいた.同松田暫夫氏には,コ

ノドント化石の鑑是をお願いし,その年代-こ開し御教示

をいただいた.上記の方攻に対し厚く感謝する.
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